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今後の検討の進め方について（案） 

 

地上テレビジョン放送のデジタル化により空きとなる電波の有効利用を目的

としたこれまでの検討では、提案された１４９のシステムを踏まえ、類型化シ

ステムが３３まで集約され、また、その後の技術面での検討の過程でさらに集

約が進んだところである。今後、各類型化システムを対象に、システムの実現

性、社会・経済的な効果などを含めたヒアリングを行い、これを経て、各周波

数帯に相応しい利用形態を検討するなどし、有効利用方策の検討をさらに進め

ることとする。 

 

類型化システムに関するヒアリングの実施 

  １月中を目途に、各類型化システムの代表者から、以下の観点を中心にヒ

アリングを実施。 

（１）電波の有効利用の度合 

（２）実現可能性（運営イメージ等） 

（３）社会・経済的な効果（公共性の観点、国民生活への波及効果、市場規模、

国際競争力強化の観点等） 

（４）その他ＶＨＦ／ＵＨＦ帯の空き周波数の有効利用に関する事項 

 


